
感染症定期報告に関する今後の対応について   平成16年度第5回  

運営委員会確認事項  

（平成16隼9月17日）  

1基本的な方針  

運常委員会に報吾する資料においては、  

（l）文献報告は、同・報告に由来するものの弔複を廃した 一覧表を作成すること。  

（2）8月の運営委員会において、国内の輸血及び血柴分画製剤の使用した個別症例の   

感染症発生報告は、定期的にまとめた「感染症報告事例のまとめ」を運営委員会に提   

出する取り扱いとされた。これにより、感染症定期報告に添付される過去の感染症発   

生症例報告よりも、直近の「感染症阻甘酎列のまとめ」を主として利用することとするこ   

と。  

2 具体的な方法  

（1）感染症定期報チiの内容は、原則、すべて運営委員会委員に送付することとするが、   

次の資料概要を作成し、委員の資料の確認を効率的かつ効果的に行うことができるよ   

うにする。   

①研究報告は、同湖）一覧表を作成し、  

当該一覧表に代表的なものの報告様式（別紙様式第2）及び該当文献を添付した  

「資料概要A」を事務局が作成し、送付する。   

②感染症発生症例報告のうち、発現国が「外国」の血柴分画製剤の使用による症例  

は、同一製品毎に報告期間を代表する感染症発生症例・覧（別紙様式第4）をま  

とめた「資料概要B」を事務局が作成し、送付する。   

③感染症発生症例報告のうち、発現国が「国内」の輸血による症例及び血柴分画製  

抑」を提出するこ  

とから、当該症例にかかる「資料概要」は作成しないこととする。ただし、運営委員  

会委員から特段の議論が必安との指摘がなされたものについては、別途事務局が  

資料を作成する。  

（2）発現抑については、国内で使用しているロットと関   

係がないもの、使川時期が相当程度古い幸）の、因果関係についての詳細情報の入手   

が困難であるものが多く、必ずしも緊急性が甘くないと考えられるものも少なくない。ま   

た、【軸ノ1症例に比べて個別症例を分析・評価することが難しいものが多いため、堅塁   

性があると考えられる㈱札剛こついては、引き続き、検討   

を行㌔  

（3）資料概要A及びBについては、㈱こ作成し、以   

後「感染症的報Hについて（目次）」質料は廃止することとする。   
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感染症定期報告概要  

（平成21年2月10日）  

平成20年9月1日受理分以降  

A 研究報告概要  

B 個別症例報告概要  
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A 研究報告概要  

○ 一覧表（感染症種類毎）  

○ 感染症毎の主要研究報告概要  

○ 研究報告写  

研究報告のまとめ方について  

1 平成20年9月1日以降に報告された感染症定期報告に含まれ  

る研究報告（論文等）について、重複している分を除いた報告概要  

一覧表を作成した。  

2 一覧表においては、前回の運営委員会において報告したもの以  

降の研究報告について、一覧表の後に当該感染症の主要研究報告の  

内容を添付した。  
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感染症定期報告の報告状況（2008／9／1～2008／11／30）  

出典   

0IE／World  

animal health 
situation 2008  

年3月31日  

1989年から2008年3月までに、英国以外の世界各国から国際獣  

疫事務局（OIE）に報告された畜牛におけるBSE症例数である。  
2006年は、スペイン68頭、アイルランド41頭、ポルトガル33頭、ドイ  

ツ16頭、日本およびポーランド10頭、フランス8頭、イタリア7頭、ス  
イスおよびカナダ5頭、チェコ3頭、オーストリア、ベルギーおよびオ  
ランダ2頭、スロペニア、スウェーデンおよび米国1頭である。2008  
年には、これまでにカナダ1頭、アイルランド6頭が報告されてい  
る。  

2008／  

09／29  

90013  

＝＝＝＝＝＝亡＝＝≡＝≡＝＝＝＝＝＝∃＝＝＝＝＝＝∃＝＝＝＝＝＝＝＝ヒヒ＝≡≡＝＝＝土＝＝＝三三三吉≡±＝蕊＝＝ご己茄王亡＝ヒ＝＝  

2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局（0IE）に報告された  
BSE症例数である。1987年以前は英国全体で446頭であったが、  
1992年には37280頭となった。その後、減少し、2007年には67頭と  
なった。2008年は3月31までに10頭報告されている。  

OIE／World  

animal health 

situation 2008  

年4月17日  

2008／ 09／29  

90030  

比＝こ＝≡＝云±王道＝＝ヒ＝士＝≡と文王＝＝＝＝＝＝＝ゴ＝三ヒ＝ヒ＝ヒ＝三＝＝＝  
．二． 」 ＿＿   ▲      ■■ 二二二二J＿二＿＿＝：二■■t■■＝二二tL1：：三■■  

2000年1月から2004年12月に日本で新たにB型肝炎表面抗原陽  
性となった患者を調査したところ、552名中23名（4％）がHBV再活性  

化で、529名が急性B型肝炎であった。再活性化群は急性B型肝  
炎群に比べ、年齢およびHBVDNA値が有意に高く、ALTおよぴア  
ルブミンピーク値は低かった。また再活性化群の4分の1の患者が  
劇症肝不全となり、死亡した。肝臓関連死亡率は再活性化群の  
方が有意に高かった。  

二＝＿こ＝二＿■■■■■・■■■■■■．■■＿．．二＿二■「二ご二二二二＝二！＝二＿▲＿＿＿＿▲‖▲＿こ＝＝∴二＝■：＿  

再叛ほ百雷醇葵ヨラ溺酢弼拐帯（扇子了百言抗帯ヲ扇ざ陽性言古言  

たために供血延期となった供血者のリエントリー・アルゴリズムを  
提案するガイダンス案を発表した。これまで、抗HBc抗体が2回以  
上陽性となった供血者は無期限に供血延期とされていたが、本ガ  
イダンスでは2回目に陽性となった後、8週間以上経ってからHBs  
抗原、抗HBc抗体および高感度HBVNATによってHBV感染が否  
定された場合は供血可能となる。   

＝＝＝＝＝＝三＝＝＝≡三＝＝ゴ＝＝＝＝＝±ヒ＝≡亡＝＝ゴ＝亡＝ヒ＝＝＝ヒヒヨゴ＝三ヒヒ＝＝＝＝＝ヒ土ゴゴ＝＝＝亡土三≡＝ヒヒ＝＝ゴ＝＝＝＝  
■■■■■■＝二．二二＿＿＿＿．＿■■■■■■■■＿■．＿＿＿二    ‾  ‾ ■ 二l■▲■－－■■■▲■l■＿∵二＝．二＿＝＿■＿l■■■■■l■■■  

‾‾  
ヌ石弓三三デモ㌻打誌抗蘭蔭種芋抗福言抗帯陽性こ節百；抗篠檻  

力価陽性、HBVDNA陽性の濃厚赤血球と新鮮凍結血祭を輸血さ  
れた59歳の患者が4ケ月後に急性B型肝炎を発症した。また同じ  
供血血液由来のRCCの輸血を受けた71歳の患者も7ケ月後に  
HBV感染を認めた。2例ともドナーと同じ配列を有するジェノタイプ  

Dが感染していた。潜在性B型肝炎ウイルス感染者の血液は抗  
日Bs抗体が陽性にかかわらず、感染性を有した。  

2008／ 10／23  

Clin］nfectDis  

2008；47：e52－56  

90013  
2008／ 09／29  

FDA／CBER  

2008年5月 業  
界向けガイダン  
ス（案）  

90060  

2008／ 11／25  

JHepato12008；  

48：1022－1025  

80498  

最小感染量を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型CのHBV  
を含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種したところ、最小  
50％チンパンジー感染量（CID50）は各々約10コピーと推定された。  

最低感染量を接種したチンパンジーにおけるHBVDNAウィンドウ  
期は遺伝子型Aでは55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBsAg  
ウィンドウ期は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日  
であった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方が遺  
伝子型Aに比べ有意に短かった。   

＝芸＝＝ゴミ三三＝芸＝亡＝∃＝＝＝＝≡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝三重≡亡＝＝巴＝＝と＝＝＝＝＝＝＝ヒゴ＝≡＝芸三＝＝＝＝＝＝＝＝  
ゴ王ヒ＝＝ゴヒ三±＝冨已＝亡＝ゴ≡＝三＝＝＝三＝＝三＝＝＝＝＝＝±＝ヒ＝＝＝≡＝＝亡＝≡＝＝三＝＝ヒゴ＝＝三三＝＝＝＝＝＝＝＝   

B型肝 炎  
2008／ 09／26  2008；48：286－  Transfusion  294  



出典   

第37回 日本肝  
臓学会西部会  
2007年12月7－8  
日、肝陣2007；  

48（Supp13）：  

A522  

概要   

蘭瓦だま巧打巨；慌帯三言ゲニ：ヲ菱貰株だ葱葵⊂㌻辞選言秦荘亡だ‾  

40歳代女性の症例報告である。献血者、受血者の塩基配列の解  
析を行って感染が証明された。核酸増幅検査を含む献血者のス  
クリーニングを行っているにもかかわらず、本邦では年間10－20例  
のHBV感染が報告されている。その原因の－つがHBs抗体エス  
ケープミュータントであるが、本症例のように献血者、受血者とも  
に塩基配列の解析を行い感染が証明された例はきわめて稀であ  
る。  

苛壷苛壱議蕃窮蔑扇…滞荊琵苛箭モ茹芯妻福武≡＝＝＝  

PCRを使ってs遺伝子を増幅し配列決定を行った結果、ブタとヒト  
のHBVのS遺伝子の配列は98－100％の相同性を示した。また、  

Veterinary  

Science in China 

2007；37：921－  

925  

B型肝  
炎、  
E型肝  
炎  

2008／ 09／26  

RT－PCRによるHEVRNA検出を行った結果、HEVRNAがブタの肝  
臓に存在することが示された。  

第56回日本輸  

血・細胞治療学  
会総会 2008年  
4月25－27日 P－  

033  

2007年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血関連感染  
症の報告数は124停IHlO月末現在）であり、一昨年及び昨年の同  
期間に比べ減少傾向にある。内訳はHBVが61例、HCV32例、細  
菌24例、その他のウイルスが7例であった。ウイルス感染（疑）症  
例の調査結果により病原体を確認した症例は、HBVの12例とHCV  
の1例であった。HCVの1例は20プールNAT開始後（2004年8月開  
始）初めての検出限界以下の献血血液による感染症例であった。  

90030  C型肝  
炎  

三ニ＝＝＝ニニ＝＝＝＝＝＝三：1＝＝＝  

±±＝＝＝＝＝＝＝土＝±±＝＝＝  
童王＝＝＝＝＝＝＝＝＝宣＝土±＝＝＝  
二＿二川■■∴■■■■■一■▲▲■■■■  

Clin）nfectDis  

2008；47：627－  
633  

ラ亨ジ烹万天草落涙芥五貰還塀∃二≡石F苛∂苅古橋嘗汀天ラだ訂  

ける環境汚染および標準的注意の非遵守の役割を評価した。試  
験期間中にHCV陽性となった2名のうち1名は、同ユニットで治療  
中の慢性感染患者と同じウイルス殊に感染していることが系統遺  
伝学的解析により明らかとなった。環境表面検体740例中82例が  
ヘモグロビンを含み、その内6例がHCVRNAを含んでいた。手の  
衛生に関する遵守率は37％、患者ケアの直後に手袋をはずしてい  
たのは33％であった。  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝∋＝ニ＝こ＝亡＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ三こi＝亡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

天衣才潤亨丁：頑曹折口盲どF掩了有言硬膏U託て実証て巨両ラ首  

2008／ 10／23  

2008／ 09／29  

AmJTropMed  
Hyg2008；78：  

1012－1015  
におけるHEV感染の有無を調べた。抗HEV］gG保有率は曝露群で  
は18．8％、非曝露群では4．1％であった。ブタに接するヒトの抗HEV  
IgG保有リスクは5．4倍（P＝0．03）であった。HEV感染は養豚作業具  
の職業病として扱うべきである。  

室童室宣童茎董室室室…董…妻妾≡要望墓室……………室…要≡≡重要重要≡重要宴蓮重要室≡重要室室童童妻妾≒≒童童巨  

NEngIJMed  

2008；358：811－  

817  
2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植（241名）または肝移植  
（86名）を受けた患者の移植時の抗HEV】gG保有率は、各々14．5％  
または10．4％であった。この内、肝移植を受けた3名、腎移植を受け  
た9名、腎臓と膵臓の移植を受けた2名の計14名で急性HEV感染  
を同定したが、全員血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎  
となった。移植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した  
患者ではリンパ球数並びにCD2、CD3およびCD4T細胞数が有意  
に低かった。  

2008／ 09／26  

■ こ＝二＿■＿＿＿■       ■ ■■■＿：こ二＿■＝■二＿一二．．．上．．．L二二二ノ＝二＝二＝■■＿＿＿．こ二．＿．＿ ＝＝＝＝＝＝亡＝＝＝＝≡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝王＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ゴE三三王出三＝＝＝＝ゴ＝＝＝＝たゴ＝＝≡＝＝：苫三ゴ＝ヒ   



出典   

Transfusion  

2008；48：1368－  

1375  

概要  

書前石苛す貫乏す百了ヨ5貰百葛貫勇常芥ぢ葡苗ぎ前方五藩†訪日育‾  

値のため不適当とされ、HEV陽性であった。当該ドナーの遡及調  
査の結果、9月6日にも献血を行い、HEVRNAを含有する血小板  
が輸血されていた。当該ドナーと親戚は8月14日にブタの焼肉を  

食べており、父親は9月14馴こ急性肝炎を発症し、E型劇症肝炎  
で死亡した。他に7名がHEV陽性であった。レシピエントは輸血22  
日目にALTが上昇し、HEVが検出された。  

80645  

2005年の中国の4都市（Beuing、Urmuchi、Kunmingおよぴ  
Guangzhou）における供血検体のHEV感染率を調べた。その結  
果、ルーチン検査（抗HCV、抗H）Vl／2、HBsAg、梅毒およびALT）  
陰性供血者の約1％は抗HEV）gMまたはHEVAg陽性で、HEV感染  
の可能性があった。また、ALTスクリーニングは中国のHEV感染  
血排除に役立つ可能性があった。  

E型肝 炎  
2008／ 10／24  

Vox Sanguinis 

2008；  

95（Suppl．1）：  

282－283  

90013  詑藩護衛ごお洋ぞ頭石ヲ＝冗満貫‡貫ヲ汀＝三ジヲ萌芽董盲肩口  
■ 
軒昌百自首幸訂‾‾  

血・細胞治療学  
会総会 2008年  

4月25－27日 0－  

026  

てTaqManRT－PCR法によるHEVNATスクリーニングを行った。陽  
性献血者85例について追跡調査および遡及調査などを行なっ  
た。陽性献血者の多くは動物内臓肉を食してHEVに感染したと考  
えられる新規感染者で、GenotypeはG3が多かった。多くは症状が  
現れないまま抗体が陽転化し、典型的な無症候性一過性感染の  
経過をたどった。  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝三ユ＝＝＝  

ABC Newsletter  

2008；No．26  

2008年7月4日  

室毒…墓室毒妻葺茎童≡≡≡…≡≡≡≡≡≡≡墓室董護≒≡≡≡≡≡喜≡≡≡…≡………重要…重要至室室謹≒墓室岩室妄童妻妾妄  

90014  HIV   米国医師会（AMA）は、男性同性愛行為を行った男性（MSM）の供  
血延期期間を生涯としている連邦の方針を5年間に変更すること  
を支持するという声明を採択した。AMAはこの新方針をFDAに通  
告し、この方針を推し進めるグループと協力していく。FDAは1977  
年以降、MSMの供血を生涯延期することを血液事業者に要求し  
ているが、アメリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい  
る。  
＝土＝≡≡＝＝＝土＝＝ゴ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝≡王≦＝＝＝∃＝＝＝王＝＝＝＝王＝ゴ＝三＝＝＝＝王＝＝⊇≡ヒ土＝≡＝＝＝＝＝＝＝＝＝苫ヒ＝  

ラ苛買方新嘗踊▽診所有郡石打巧盃：Fび前二Tダフじ＝ヲ訂  

2008／ 09／29  

90013  H】∨  AIDS2007；21：  

2351－2353  2008／ 09／29  型の感染率を調べた。2003年1月から2006年6月に10184例のHlV  
新規診断症例が報告されたが、HIV－2および川∨－1グループ0型  

感染の割合は、各々、1．8％および0．1％であった。これらの症例のほ  
とんどは、異性との接触により感染した流行地域出身の患者で  
あった。川∨－2感染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ  
系男性であった。  

≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡童∃蓋≡≡≡≡童……喜蓋≡≡蓋≡≡蓋≡≡≡≡≡≡≡童≡≡≡≡至喜≡≡≡≡≡…≡…藍……≡…≡蓋≡≡  

90014  血液製剤の輸血によりシヤーガス病に感染し、死亡したスペイン  
人患者の寄生虫学的、血清学的疾患経過、ならびに供血者の調  
査の報告である。患者は白血病の既往があり、176名以上の供血  
者由来の輸血を受けていた。臍帯血移植のための免疫抑制状態  
で、寄生虫が血液脳関門を通過して神経系に感染したことが確認  
された。特定された供血者は無症候であった。複数回輸血患者  
は、免疫抑制剤治療実施前に、抗Trypanosomacruzi抗体のスク  
リーニングを受けるべきである。   

アメリ  
カ・トリ  
パノ  
ソーマ  

症  

2008／  

09／29  

CIin）nfectDis  

2008：46：e44－47  
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アメリ  
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出典   

Vox Sanguinis 
2008；  
95（Suppl．1）：39  

概要  

常国号重層瓦著壱苛弓訂≡こヲ詳；芯芯；蒜苫ここ訂模盲郡草貫ぎ打  

た2007年1月30日以降、最初の10ケ月間、供血者の調査を行っ  
た。適合供血のうちEuSA法で反復陽性（RR）となったのは  
0．013％（90／651471）で、そのうちRIPA陽性は34％（28／82）で、陽性  
確認率は0．0043％であった。全供血のスクリーニングは費用対効  
果が低く、出生地と初回供血者に絞った対策の検討が示唆され  
た。  

＝＝ニ岩岩＝＝＝コ⊂＝こ亡＝こ＝ニ＝＝＝＝こ＝コ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ＝＝こ⊆こ王＝＝＝＝コ＝＝  

インフルエンザパンデミックと血液供給に関するAABBの作業部会  
は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り扱いを認めるよう2  
月14日にFDAに対し要望書を送付した。パンデミック時には適格  
な供血者数が制限されることが予想されるため、全血および赤血  
球採取の間隔を短くすることが最も有効であるとしている。  

2008／ 09／29  Repor12008年2  

AABBWeekly  月29日  

インフ  
ルエン  
ザ  

＝ニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝⊂＝＝＝＝＝＝王＝＝＝＝＝＝＝＝コ＝＝コ＝＝占＝ここ＝＝＝三三＝＝＝こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ＝＝コ＝＝こ三＝三  

＝コ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ま：＝ヨ＝＝＝＝量＝＝＝＝三＝亡＝ゴ＝三＝ヒ王道ヨ：己＝＝＝監＝＝王＝ヨヒ＝＝＝＝＝＝＝＝ゴ王＝ヨ己±芝＝已  

誘デダ有翼蘭簑碩＝ぎ空清⊂〒てこて芳市有前石亨［原石てぢこ‾‾……‾‾‾‾  

A／Canada／1158／2006と名づけられたブタインフルエンザAウイル  2008／ 09／29  2007；13：1865－  EmergInfectDis  1870  ス（H3N2）が単離された。この農場のメンバー90名の内54名で同ウ  
イルスに対する血清学的検査を行ったところ、54名中9名が陽性  
であった。また、ブタ10頭のうち1頭で血清陽性が明らかになった。  
ブタインフルエンザウイルス株は効率的にヒトからヒトヘ伝染する  
形に適応または交雑することから、インフルエンザ流行への備え  
の一環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきであ  
る。  

＝  

葉諒≡蔚琵ヲ苛苧琵夢汚琵琶琴読詣扉諒≡詳芋葛蓄  
2008／ 09／29  

Vox Sanguinis 
2008；95（Supp［．  

1）：40  

響をシミュレーションした。3ケ月間の血液供血量が50％減少した場  
合、血液需要に制限がない場合は在庫のほとんどを使い尽くした  
が、血液の使用を必要最低限に制限した場合は在庫がなくなるこ  
とはなかった。  

90018  

＝王＝≡＝亡＝＝王＝＝＝ヒ雲：＝宏＝＝＝ヨヒ＝＝＝ヨ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ヒ＝＝亡＝己己這ヒ童王＝＝ゴゴ＝＝ヒ王∃≡三＝  

ウイル ス感染  
SimianFoamyVirus（SFV）感染した男性7名を長期間追跡調査し  
た。男性は非ヒト霊長類と接触する職業であった。男性の全ての  
末梢血単核球（PBMC）からプロウイルスDNAが検出され、口腔や  
尿生殖検体から検出されることもあった。長期間（中央値20年）の  
性的曝露にかかわらず妻たちは陰性であった。特異的な臨床症  
状は報告されなかった。限定的な追跡調査であるためSFV関連疾  
患やヒトヒト感染を特定できなかった。  

2008／ 09／29  

A）DS Res Hum  

Retroviruses  

2007；23：1330－  

1337  

ウイル  
ス感染  

‾  
訪デダ了語『モ：3苗字訂a亨才冗貰だ蘭蓮ず葛方冗ヲ矛弓二子冗天芥  

離株が呼吸器症状を有する3名の小児の鼻咽頭吸引物から検出  
された。Canl12051－06分離株のポリプロティン配列は、Saffoldウ  
イルスと91．2％のアミノ酸同一性を有した。しかし、ウイルス表面の  

EF及びCDのループは、かなり異なっていた。  

2008／ 09／26  2008；14：834－  EmergInfectDis  836  

■▲l■■ll■■■■  

ウイル  
ス感染  

≡；；；：≡；；；；；；；；；；；；；；；；；；；≡；；；；；；；；；；≡喜≡；王；≡≡；≡；；；；≡；；≡；；…；；；；；≡；  

帯り官テ丁箱：＝否まび来箇詣己万事：二芯ほ滞りビデあ苫師  
致死症例から新規のアレナウイルスを発見し、Chaparevirusと名  
付けられた。また、ウガンダでは赤オナガザルで新型ボックスウイ  
ルスの可能性があるウイルスが発見された。これら野生動物のウ  
イルスがヒトヘの感染能を獲得し、重篤な疾患を引き起こす可能  
性がある。   

2008／ 10／29  

Lancet Tnfect  

Dis2008；8：355  
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PLoS Pathogens 
2008；4：  

elOOOO47  

概要   

雷五蕪還御石硝石流石芥二ち6拓年1ち頁盲茄モ汀年丁郡三滞りビデ  

のCochabamba付近で発生した。1死亡例から検体を入手し、患者  
血清検体から非細胞障害性ウイルスを単離し、アレナウイルスと  
同定した。RT－PCR分析、並びにS及びLRNAセグメント配列の解  

析の結果、このウイルスはサビアウイルスに最も近縁であるが、  
新規のウイルスであることが示された。我々はこのウイルスを  

Chapareウイルスと命名することを提案する。  

＝＝＝コこ＝ここ＝工＝王ご＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝＝≡＝≡≡＝＝王＝＝＝＝＝＝＝王＝＝＝＝芸＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝1＝＝＝⊃亡＝＝  

妻妾童妻妾…詩蓑童室室室妻妾妻巨室妻重奏茎巨童室≒≒≒≒妄≒童妻妾墓室童室室室妻妻妻墓室室室室室童童室墓室≒套童  
≡≡≡≡≡≡；：：…≡：≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡；≡≡≡≡≡≡；；≡≡≡≡≡≡；≡≡≡≡：≡≡≡≡≡≡≡≡≡：ヨ≡；；  

…童…墓室∈≡巨妄蓑≡…喜童妻妾室巨享室賀室萱巨至≡至≡…≡室至≡≡…≡云…∈妻妾妻妾室室妻至室至萱≡≡≡≡至…≡至……  

＝＝＝＝こ＝こ＝＝ど＝こニ＝＝＝＝こ＝＝＝＝＝＝こ＝こ＝ニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝芸＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コこ＝＝  

ウイル  
ス感染  

インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウイルスマ  
イクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウイルスを同定し  
た。系統遺伝学的分析から、このウイルスはTheilerのネズミ脳脊  
髄炎ウイルス亜型に属し、Saffoldウイルスと最も近縁であった。  
また、胃腸疾患患者群498名から得た751例の糞便検体中6検体  
からカルディオウイルスが検出された。  

Proc Natl Acad 

SdUSA2008；  

105：14124－  

14129  

2008／ 11／14  

ウイル ス感染  
90013  80516  訪6す年一首汀百：▲㌫左石忘苛詔窟石膏佳節算蕪訪貰防亮モC定㌻≡  

2008／ 09／29  mai120080218．06  ProMED－  45  れは、ブラジルにおける15人目の黄熟死亡患者である。Mato  
Grossoでも1名の感染と死亡が確認された。パラグアイ保健当局  
は首都Asuncionの病院で集中治療を受けていた39歳の女性が  
2008年2月16日に死亡したと発表した。同国ではこれまでに、少な  
くとも6名が黄熟によって死亡した。多くの市民がワクチン投与を  
求めて病院に殺到している。  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝昌こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝∈＝ニ＝＝岩ここ＝＝＝＝＝≡＝≡こ＝＝＝＝＝＝＝＝≡≡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

オーストラリアBrisbaneの動物病院のスタッフが致死性のヘンドラ  

ウイルスに感染した。看護師1名と獣医1名が、感染したウマ数頭  
を治療後、感染した。前回のアウトブレイクは1994年で調教師1名  

ProMED－  

maj120080720．22  

01  
ウイル ス感染  2008／ 09／29  

とウマ14頭が死亡した。同ウイルスがヒトヒト感染するとのエビデ  
ンスはなく、拡大する危険性はない。  

ウイル  
ス感染  

90007  

＝王＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝三三ゴ王＝＝±±±±＝＝＝＝＝ゴ＝＝＝＝＝＝＝とと＝＝王土＝＝＝＝＝＝＝＝王＝  
二＝二±＝＝＿＿       ＿＿＿＿＿＿H＿＿－．■－■▲■■．．．．二．．：■＝＝＝二－■■■－，＿■二．＿二 ＿   ▲■■l■H■■■■■＿二＿＿  

米国テキサス南東部の健康な成人ドナー100名の血液中のヒトヘ  
ルペスウイルス（HHV）陽性率とウイルスDNA量をRT－PCRにより  
調べた。その結果、HSV－l、HSV－2、VZV及びHHV－8DNAはどの  
検体からも検出されなかった。一方、EBVは72％、HHV－7は65％、  

HHV－6は30％、CMVは1％に検出された。また、1名の血液から6．1  
×10＾7geq／mlを超えるHHV－6TypeBが検出されたが、健常者に  
おける異常な高値は活動性感染や免疫不全とは関連が無いと思  
われる。  

2008／ 09／26  2008；48：1180－  Transfusion  1187  

＝＝＝≡≡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝王＝＝＝ニ≡＝＝＝＝こ＝＝王＝＝＝＝コこ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝ニ＝＝＝＝＝ユニニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ こ丁二＝二二 i ＝二二ここT ■ ・   ＿．・l＿．■二二＿＿＿ニ」■■■．．－■■t■．■．■■■．■■＝＝＝＿：＿＿■■■■■■■⊥⊥．＿±■＝－－■■＝■■■■■   
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WHO／EPR2008  

年10月13日  

概要   

帯テラ可読苫ずジビデ自首著誘育造萌芽己研5研ぽヲじデ亨才フ㌃‾  

ス科のウイルスが原因あることが、NICDおよぴCDCで行われた検  
査の結果明らかとなった。このウイルスに関する詳細な分析が継  
続されている。一方、南アフリカでは患者と密接に接触した看護師  
が感染し、入院中である。  

ProMED－  

mai120080828．26  

97  

マ罪業蔀石亨苅ヲ芋デフ河＝ざ不覚昔話亡き昔〒『首席国軍‾  

明のウイルスは、インド保健省の専門家らにより急性脳炎症候群  
と診断された。同州の13の地区では、数週間におよそ800人の患  
者が発生し150人が死亡したと報告され、その数は増加すると見  
られている。血液検査で日本脳炎陽性となった患者は5％以下で  
あった。日本脳炎とエンテロウイルスとの混合感染の可能性につ  
いて調査中である。  

＝＝＝＝＝＝＝＝   

ウエス  
トナイ  

ルウイ  

ルス  

中央ヨーロッパにおけるウエストナイルウイルス（WNV）の潜在的奄  

威を調べた。ドイツ人供血者14437名由来の検体中0．03％が抗  
WNV陽性であった。ドイツ人9976名由来の検体をWNVNAT法を  
用いてWNV－RNAの有無を調べた結果、全て陰性であった。米国  
由来血柴プールではWNV－RNAがしばしば検出されたが、ヨーロッ  
パやアジア由来のプールからは検出されなかった。また、血柴製  
剤製造過程のウイルス不活化によりWNVに関する安全性は保証  
されることが明らかとなった。  

2008／ 09／29  2008；80：557－  JMed Viro1  563  

■  
百三烹  
トナイ  
ルウイ  
ルス  

Rev Panam  

Salud Publica  

2006；19：112－  

117  

貢献育まび薫育蓑芋：二号茄ぢ：‾弓手ジテ苅彷■研ヲ藩堪蘭ゐ■ヴ  

エストナイルウイルス（WNV）感染の現状をまとめた。WNV感染は  
2001年にCayman諸島とFloridaKeysの住民で見られ、2002～  
2004年にジャマイカ、メキシコなど周辺地域で動物や鳥類での感  
染が確認されている。しかし、疾患報告数は少ない。この不可解  
な熱帯生態系でのウイルス減弱または他の可能性を検討するた  
めには分離株が必要である。   

∃∃∃∃苛若∃若∃∃∃壬責苛壬‡茸；巨‡苺董匡巨妻妾≡∃∃∃圭≡‡≡貰；巨華茎葉≡∃墓室  

元宮年ラ育ヲ官：下方ヨ古海こ蒜：モ蒜；芯福吉び㌫蒜言こ砺有配  

ダニ媒介性疾患であるクリミア・コンゴ出血熱により3名が死亡し、  
この2ケ月での死者数は37名となった。保健省はダニに注意する  
よう呼びかけ、唆まれた場合は決して手でつぶさずに、医師にピ  
ンセットで注意深く取り除いてもらい、ヨードで消毒することを推奨  
している。  

90013  コン  

ゴ・クリ  

ミア出  
血熱  

2008／ 09／29  mai120080709．20  ProMED－  92  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝岩こ＝ニ＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝≡＝＝≡＝＝  
＝＝＝＝＝＝ヒ＝＝＝≡亡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝王＝＝＝＝ニ童＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝章二±±＝＝  

古記ほ蘭篠嘗蘭謂方亡ぞ宥薮万貯蓄賞掌C露草フtニ革帯亨正常‾  
サルモ ネラ  

■‾■■  

古流亘両島草ラ貫 8日  2008／ 09／29  型セントポールのアウトブレイクを調査している。生のトマトの摂食  
が原因と考えられている。2008年4月以降2008年7月7日までに、  
米国の41の州、ワシントンD．C．およびカナダで991名の患者が同じ  
遺伝子パターンのサルモネラ血清型セントポールに感染したこと  
が確認された。  
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Transfusion  

2008；48：1333－  

1341  

概要   

‾‾  
詣6言草柁弥テ萄≡：芋ラブダ三軍弓マフtニ天てちF椛▽丁ほlフ三三笥＝  

ン島で大流行し、供血は2006年1月に中断された。大流行中のウ  
イルス血症血供血の平均リスクは、10万供血あたり132と推定さ  
れた。2006年2月の長流行時におけるリスクは、10万供血あたり  
1500と暴言であった。この期間中、757000人の住民のうち推定  
312500人が感染した。2006年1月から5月の平均推定リスク（0．7％）  

は、CH）KVNAT検査による血小板供血のリスク（0．4％）と同じオー  

ダーであった。  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝こ＝＝＝＝言＝＝＝＝＝＝こ＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

茄6す年言貫帯萄二‾帝国芯㍍i音戸て芯花市苛某常学常指堺童話訂  

肺炎と急激な悪化により死亡し、4月中旬までに15名の小児が同  
様の疾患で死亡した。調査の結果、エンテロウイルス71による手  

90007  手足口 病  
2008／ 09／26  

WHO  

Represetative  

Office in China 

2008年5月19日  足口病と確定された。同市では、3月1日から5月9日の間に、6．049  
例報告され、353例が重篤で、22例が死亡した（致死率0．4％）。患  
者数は、4月の初めに増加し始めて、4月28日にピークに達し、5月  
5日以後減少した。  

90013  1998～2005年に香港の公立病院に入院したデング確定患者全員  
の医療記録をレトロスペクティブに検討した。126例中123例（98％）  
がデング熱、3例（2％）がデング出血熱であった。1例が輸血により  
感染したデング熱であった。116例が輸入症例、10例が地域症例  
であった。デングウイルス1型が最も多く、次に2型、3型、4型の順  

であった。死亡例はなかった。発熱、皮疹を呈し、血小板減少など  
を示す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含めるべき  
である。  

2008／  

09／29  

HongKongMed  

J2008；14：170－  

177  

…重要重要重要室重要≒室室妻室≡≒茎≡芸妻妾≡茎董≡芸当…重量≒至芸室賀至芸≡∃≡萱≡室董妻妾蓑葺至芸≡妄≡芸  

育男砺お筒音芋ジグ弓ニア防‾冨古事才ヲち盲テ冗ヲ苫ジ君夏至ア菟‾  90020  

2008；48：1342－  Transfusion  1347  疫グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分画、陽イオン交換  
クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理およぴウイルスろ過）前の  
検体に加え、各工程での同ウイルスのクリアランスをVeroE6細胞  
培養におけるTC）D50アツセイおよぴRT－PCRで測定した。その結  
果、全てのエ程が不活化・除去に有効であることが示された。  

至オ   

＝＝t＝＝ニニ∈  

＝＝土＝＝ココヒ  

＝＝量＝＝ココヒ ＿＿＿＿こ．■■－＿1宍＿  

＝＝量＝＝ゴ＝た  

＝＝量＝＝ココヒ  

＝＝土＝＝ま宣ヒ  

＝＝土＝＝ゴ＝た ＿＿＿＿二．＿＿＿＿：L  

＝＝士＝＝＝ゴヒ   

デング  
熱  

ニェ＝＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝こ＝＝コこ＝＝＝耳＝こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ亡＝＝＝＝＝＝＝＝＝∋＝＝＝＝＝こ＝＝＝＝＝∈＝＝＝  

芸芸妄言；藁葺…雲…≡…芸≡≡………………≡；；…≡…；…蔓…………芸；∃；；；；………墓室…蔓…≡………芸≡；  

＝王＝＝＝ニこ＝＝＝＝＝∈＝8＝＝ユ＝＝＝＝コ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ユ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝⊂＝＝＝  

＝こ＝ニこ＝ここ＝＝＝＝王＝石＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝記＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

茄6拝す官話百ニi享有五首芥ヲ三っ一拍：ヨ万来薗荊：亨だ官庁首  

2008／ 10／24  2008：48：1348－  Transfusion  1354  すべての供血16521検体中のデングウイルス（DENV）RNAを  
TMA（transcription－mediatedamplification）法で測定したところ、12  
検体（0．07％）がTMA陽性であった。4検体は、RT－PCR（DENVセロタ  
イプ2および3）陽性であった。RT－PCR陽性4検体中3検体でウイ  
ルスを培養することができた。TMA陽性12検体中l検体がIgM陽性  
であった。1：16に希釈した場合は5検体のみTMA陽性であった  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝ここ＝こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニニ＝＝＝＝＝  

＝＝土＝＝＝ゴヒ ■＿＿＿▲＿＿＿エ ＝＝量＝＝ご虫  



感染症  
（PT）  

蔦才ジ  

フルエ  

ンザ  

出典  概要  

‾  
蘭謄常酢野道℃ヲ詣盲再頂石弓冗王ジ琴ララ芋ジお声仁；蒜丁訂  

2008；358：2573－  NEnglJMed  2584  よぴ2試験を行った。その結果、大多数の被験者においてアジュ  
バントなしの7．5〃gまたは15〟gのヘマグルチニン抗原を含有する  
ワクチンの2回接種が、様々なH5Nlウイルス株に対するする中和  
抗体の合成を誘発することが示された。注射部位での軽度の痛  
みと頭痛が主な有害反応であった。このワクチンが有用であるこ  
とが示唆された。  

＝＝＝＝＝＝  
⊥＿＿－■■■■＿＿  

鳥イン  
フルエ  

ンザ  

ユーラシアおよび北米系統のH7型トリインフルエンザウイルスの  

受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感染性を調べた。  
その結果、2004年にカナダで分離されたH7N3型、2002－2003年に  
米国北東部で分離されたH7N2型はα2－6結合シァル酸に対する  
親和性を高めたHAを保有していた。また2003年にニューヨークの  
男性から分離された低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効  
率的に増殖し、直接接触で感染できることが確認された。  

2008／ 09／29  

Proc Natl Acad 

SciUSA2008；  

105：7558－7563  

－－－■－ 【 ■■t■■■■■■■■■■一一一■－■■■■■－＿．ニ■■l●■■－一●■■■＿二二■ニニ●－－■■■■■－■■■■■■■■－■■■＿⊥■■■■■■■■■－■－■■・●●  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝三三＝＝＝＝ユ＝＝＝コ；＝岩言コ＝＝＝＝＝＝＝＝i＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝工＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ三＝＝＝＝ユ＝E＝＝⊂＝占王＝＝＝＝＝＝＝＝＝岩＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝王コ＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

■■■■■■■■－■■■■■■■一■●■－■h■■l●■■－＿ニ▲一－■■■■■■■ニ■＿＿こ■－■■■■■■■■■■■■●●＿＿．ニ■■■■－■－－■■●■一＿  

米国中南部では稀な輸血によると考えられるBabesiamicrot感染  
症例の報告である。61歳の女性患者で、赤血球輸血後、吐き気と  
発熱を訴え、敗血症の症状を呈し、死亡した。血液塗抹標本で赤  
血球の5～15％にトロフォゾイト（栄養体）があった。患者血液検体  

中でBabesiaは形態学的に確認され、PCRでB．microti陽性であっ  

た。輸血された製剤の供血者のうち1名がB．microti陽性であっ  
た。  
＝王＝言古＝＝＝≡≡≡≡＝＝＝ニ＝＝＝こ∈＝＝ココ＝＝＝＝＝＝＝＝岩＝こ＝エ＝こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コこ＝遷  

‾‾  
宮所苅：河苫万葡芯だ苫首㌫㌫芯蒜㌫言榎貰ゐ貰蔭穫  
を評価するため、2004－2007年に収集されたドナーとレシピエント  

の保存検体を検査した。その結果、45回の赤血球輸血を受けて  
いた患者1例でBabesiamicrot感染が確認されたが、血清検体陽  

性のドナーを特定することはできなかった。危険性は1920回の  
赤血球輸血で0例または1例と計算された。   

＝＝＝岩こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝＝＝＝＝＝工＝＝＝＝＝＝＝＝言＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝E＝王＝ニ＝＝i＝岩i＝こ＝＝   

■－＿＿鵬■■■ll■■■■■■■■■■■■ll■t■－一■■H■■▲■■■■l■■■■一－■－■■■■■■■■■■■●l■■■－●  ” ：ニ∴■■■l■－■■■－■■■■■■■  

＝王＝王＝ヒ＝＝王＝＝＝己＝＝＝＝ヨ＝亡＝＝＝出＝王＝＝＝＝＝＝＝亡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ヒ三三＝＝＝宣≡≡王＝ヒ亡＝  

一筋王だ5昔耶芋F闇嘗C：下巨富昔芹7ま■正博常漸三藩茄⊂  

たブタパルボウイルス（PPV）への選択的な結合能を有するペプチ  

ドをスクリーニングした。その結果、WRW（トリプトファンーアルギニ  
ンートリプトファン）結合レジンは7．5％ヒト血柴中のPPVを検出限界  
以下に除去することができた。   

古療盲貢野富た言古7Ⅶ：帯弓才）仁天新調芸替り烹ヲを檻藩ず看貫  

2008／ 09／29  

American  

Society for 

Microbiology  

lO8th General  

Meeting 2008年  

6月ト5日、  

Boston   

Blood2007；  

110（11，Pa止1）：  
853  

＝＝＝＝＝ニ＝＝  

六帯  

ア症  2008／ 09／29  

90045  

＝＝土＝三＝＝＝  

＝＝土＝王＝＝＝  

＝＝±＝王＝＝＝  

＝＝＝＝＝＝＝＝    刀冗帯 ウィル ス  

2008／ 10／29  2008：24：554－  Biotechn01Prog  560  

2008／ 09／28  

FDA／CBER  

2008年7月 業  

界向けガイダン  
ス（案）  

めの核酸増幅検査（NAT）についてのガイダンス案が示された。全  
ての血柴由来製剤について、製造プール中のパルボウイルスB19  
DNAのウイルス負荷を確実に10000IU／ml未満とするため、製造  
過程の品質管理検査としてNATを実施すべきである。ミニプール  
中でのNATの感度は少なくとも1000000ル／mトとするべきである。  
これらの基準を超えるものは使用してはならない。  
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＝＝＝三言＝＝＝＝亡＝≡コ＝古＝＝＝＝＝＝王こ＝ニこ＝＝＝こ∈＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝＝≡＝ニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝エ＝＝＝＝＝＝＝＝  
＝＝＝＝王＝＝＝＝r竺コユi＝＝＝＝＝＝こ＝＝＝こ＝＝＝E＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝三≡＝＝二＝＝＝＝コ＝コ＝王こユ＝コ＝＝＝＝＝＝  
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感染症  
（PT）  

丁モ冗滞  

ウィル  
ス  

出典   

Transfusion  

2008；48：1036－  

1037  

概要   

天阪だ盃1芋石1萌rT呑写す年誘許五官5南武首葛苛一石蔦葛モ∈FフⅧ  

ボウイルスB19感染者であった。B19感染者のうち20名のB19  
DNA、JgGおよびIgMを長期間フォローアップしたところ、B19持続感  
染が観察されたが、B19感染の症状を報告した者はいなかった。  
B19急性感染後の血奨ウイルスカ価は約1年で10勺∪／mL未満、約  
2年で10JIU／mL未満まで下がることが示された。  

＝＝＝こ王こ＝＝＝＝＝＝＝こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝⊃コ＝⊃＝＝王＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝王＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

＝王＝＝＝＝＝＝王＝＝＝こ＝ヒ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ヨ＝＝＝ゴ：ゴ＝ゴ＝＝±＝＝＝＝＝＝＝＝＝ゴ＝＝王＝＝＝＝＝ゴ＝＝王ゴ＝＝＝＝＝∃亡＝＝  

‾  
吉ち万石裔藩画面享蚕櫛正面芋才ジEFFニフ7才フ℃く活性こ  
第IX因子複合体および第∨Ⅰ】因子）の製造工程においてSTIM－4蒸  

＝＝＝＝＝＝＝王  
＝＝宣＝＝＝三ま  

＝＝宣＝＝＝＝±  
＝＝宣＝＝＝＝ま  

／くルポ  

ウィル  
ス  

90045  

2008／ 10／29  Transfusionin PreSS  
気加熱処理を用いた不活性化処理を行い、ヒトパルボウイルス  
B19（B19V）とマウス微小ウイルス（MMV）聞で不活性化効果の比較  
を行った。その結果、血液凝固因子製剤の中間体の種類に関わ  
らず、試験に用いたB19V（遺伝子型1型、2型）はいずれもMMVと  
比較して効果的に不活性化された。  

EmergInfectDis  

2008；14：808－  

810  
方ヲ芸：二軍ジ了ごおTラ有戸芯コ蒜；石弓了応烹誘亨期首苗天常標テ弓手‾  

ブレイクにより、2007年のV畠sterbotten地方の流行性腎症患者の  
数は100，000人当り313人に至った。筈歯類の増加の他、気候温  
暖化および地表を覆う積雪の減少により、ウイルスを媒介するハ  
タネズミの活動が活発だったことが、当該アウトブレイクの一因で  

あろうと考えられる。   

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝こ＝＝こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝■ニ＝ニ＝こ＝＝＝  

＝＝＝王＝＝＝＝＝＝＝量＝＝＝＝＝王＝＝コ＝＝ヒ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ヒ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝五＝＝＝＝＝王＝ゴ＝∃文士±＝＝＝＝ヒ三＝＝   

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝王＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝岩こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝∈＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝＝こ＝＝＝＝＝＝∋＝コ王こェ■＝＝＝コ＝＝＝＝  

メルケル細胞癌（MCC）検体をdigitaltranscriptomesubtraction法  
を用いて検査し、新種のポリオーマウイルスを同定し、メルケル細  
胞ポリオーマウイルス（MCVまたはMCPyV）と命名した。このウイ  
ルスはMCC腫瘍10検体中8例（80％）で検出されたが、対照組織検  
体では59例中5例（8％）、対照皮膚組織検体では25例中4例（16％）で  

しか検出されなかった。MCVがMCCの病原因子である可能性が  

示唆された。   

‾  
育種ヲJ仁者亨諾意著苫5官有五椰甲西前；；盲信6両方お存看貫  

2008／ 09／29  

ヒトポ  
リオー  
マウイ  
ルス感  
染  

2008／ 09／26  

Science2008；  

319：1096－1100  

＝＝＝＝＝こ＝＝ ヲ芳首 ラ症  2008／ 09／29  2008；46：e131－  Clin）nfectDis  136  RTPCR法により調べた。その結果、治療終了時では87％、治療完  
了後6ケ月では77％、治療後2年を過ぎても70％の患者で、無症候性  
であるにもかかわらず、Bruce‖aDNAが検出された。適切な治療  
を行い、回復したように見えても、Bruce‖aDNAは存続する。ブル  

セラ菌は除去不可能な持続性の病原体である。  

＝＝た＝＝＝＝＝ ペスト  2003年6月から7月にアルジェリア0ran地区においてペストの集団  
感染が発生した。同国では、この疾患は50年以上報告されていな  
かった。腺ペスト症例18名が特定され、Yersiniapestisが6名から  
分離された。初発患者を除き、全員が回復した。標的予防的化学  
療法、衛生、ベクターコントロールが、感染制御上重要な役割を果  
たした。疫学的、分子生物学的な知見から、当該期間中、現地の  
保菌動物の存在が強く示唆されたが、その起源については特定  
できなかった。   
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概要   

■ 
貰古郡野芥青首詩話蒜芯甫忘惑葵定石モ下症例7ま啓茅野菅報  

告されている。症状は発疹熱やデング熱などに類似しており、実  
際よりも少なく推定されている可能性が高い。ヒトの健康を脅かす  
感染症として今後調査が必要である。  

リケッ  
チア症   

‾‾  
芽亨ジダ：ヲ写フマジ硝石呑葉蘭生育が行三毛蘭書膏石南面藩所  

報告数が急激に増加し、2008年7月21日付けで491症例が報告さ  
れている。感染症管理センター長によると、実際の感染者数は報  
告された症例数の10倍であると思われる。2007年まではQ熟はオ  
ランダではほとんど存在しなかった。  
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が難しいウイルスに感染したドナーから腎臓を移植された70歳女  
性が死亡し、57歳男性が危篤である。ドナーと患者2名の検体を  
CDCが検査したところ、全員、リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス  
（LCMV）陽性であり、ドナーからの伝播であったことが確認された。  

移植前にはエイズウイルス、肝炎ウイルスなどの検査は行った  
が、LCMVの検査は行っていなかった。  

リンハ○性  
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オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例が移植  

後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原因不明であった  
が、2例のレシピエントの移植肝および腎から得られたRNAを偏り  
のない迅速シークエンシングで解析することにより、リンハQ性脈絡髄  
膜炎に関係する新規のアレナウイルスが原因であることが明らか  
となった。レシピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウ  
イルスが検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  
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オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例が移植  

後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原因不明であった  
が、2例のレシピエントの移植肝および腎から得られたRNAを偏り  
のない迅速シークエンシングで解析することにより、lルハ○性脈絡髄  
膜炎に関係する新規のアレナウイルスが原因であることが明らか  
となった。レシピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウ  
イルスが検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  
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プトスピラは、Javanica血清群型に分類される新しい血清型で、  
Arenalと命名された。同じ地区の重症患者から分離された株も同  
じ血清型であったことから、この株は、この地域に流行する新規の  
高病原性の血清型であると考えられた。   


